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近
代
日
本
研
究
第
十
二
巻
（
一
九
九
五
年
）

新
資
料

槙
村
正
直
宛
書
翰
に
つ
い
て

一
、
槙
村
正
直
と
福
津
諭
吉

一
九
九
四
年
福
津
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
三
通
の
槙
村
正
直
宛
福
津
諭

吉
書
翰
お
よ
び
槙
村
宛
朝
吹
英
二
書
翰
を
京
都
の
書
店
よ
り
購
入
し
た
。

槙
村
は
長
州
藩
の
出
身
で
、
明
治
元
年
京
都
府
に
出
仕
、
以
後
権
大
参

事
・
大
参
事
・
参
事
・
知
事
を
歴
任
し
、
地
方
官
と
し
て
十
三
年
も
の

長
い
問
、
京
都
の
行
政
に
強
い
影
響
力
を
も
っ
た
人
物
で
あ
る
。

今
ま
で
福
津
の
槙
村
宛
書
翰
は
、
『
福
津
諭
吉
全
集
』
に
一
通
が
報

告
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
明
治
十
四
年
（
カ
）
三
月
三

十
一
日
付
で
、
仕
事
で
京
都
に
祉
く
知
人
に
対
し
て
京
都
事
情
に
関
す

（

1
）
 

る
教
示
を
頼
ん
だ
内
容
で
あ
る
。
但
し
二
人
の
交
流
を
示
す
資
料
は
何

点
か
あ
り
、
明
治
七
年
一
月
四
日
付
の
荘
田
平
五
郎
・
名
児
耶
六
都
宛

西

津

子

直

書
翰
で
は
、
京
都
慶
麿
義
塾
の
設
立
運
営
の
件
に
関
し
て
槙
村
と
相
談

す
る
よ
う
に
述
べ
、
「
此
人
は
兼
て
私
の
知
己
所
謂
役
人
は
だ
に
あ
ら

ず
、
実
著
頼
む
べ
き
人
物
な
り
。
我
社
中
の
思
ふ
所
は
何
も
打
明
け
御

（

2
）
 

相
談
可
被
成
」
と
槙
村
に
信
頼
を
寄
せ
て
い
る
。

ま
た
『
福
津
諭
吉
全
集
』
に
は
福
津
宛
槙
村
の
書
翰
と
電
報
も
各
一

通
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
も
交
流
が
窺
わ
れ
る
。
内
容
は
い
ず

れ
も
、
福
津
が
依
頼
し
た
木
綿
布
地
の
斡
旋
に
関
す
る
件
で
、
サ
ン
プ

ル
を
送
っ
た
が
ど
う
か
と
い
う
問
い
合
わ
せ
で
あ
る
。
福
津
は
「
婦
人

に
相
当
す
べ
き
職
業
な
き
」
を
憂
い
、
和
洋
裁
や
洗
濯
、
洗
い
張
り
な

ど
の
仕
事
を
与
え
よ
う
と
衣
服
仕
立
局
を
作
っ
た
が
、
そ
の
際
使
用
す

（

3
）
 

る
布
地
の
仕
入
に
つ
い
て
槙
村
に
相
談
し
た
ら
し
い
。

こ
れ
ら
の
資
料
を
み
る
と
、
槙
村
は
京
都
府
在
任
中
教
育
政
策
と
勧

業
政
策
で
知
ら
れ
た
人
だ
が
、
福
津
と
の
接
点
も
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
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ょ
う
で
あ
る
。
今
回
の
新
資
料
に
も
、
や
は
り
教
育
と
勧
業
と
い
う
こ

つ
の
面
で
の
つ
な
が
り
が
、
は
っ
き
り
と
現
れ
て
い
る
。
以
下
各
々
の

書
翰
に
検
討
を
加
え
な
が
ら
、
二
人
の
交
流
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

二
、
新
資
料
に
つ
い
て

そ
の

明
治
五
年
七
月
十
二
日
付
書
翰

大
暑
難
凌
益
々
御
清
安

奉
拝
賀
私
義
本
月

六
日
中
津
出
立
昨
十
一
日

神
戸
着
十
五
日
開
港

6
出
帆
帰
府
之
積
先
般

出
京
之
節
ハ
毎
々
得
拝
話

学
校
拝
見
難
有
奉
存
候

其
後
益
々
御
盛
之
義
－
一
可
有
之

日
夜
所
析
候
私
中
津

帰
留
中
大
分
県

参
事
森
下
氏
ぷ

書
状
さ
し
越
岡
県
学
校

之
義
一
一
付
相
談
い
た
し
度

旨
申
参
候
－
一
付
先
方
へ

参
り
四
五
日
滞
留

大
略
仕
組
い
た
し
候

其
法
ハ
全
く
京
師

学
校
之
規
則
ニ
依
り

唯
皇
漢
の
書
籍

を
全
く
廃
し
た
る

の
ミ
訳
書
而
己
ニ
而
は

些
不
自
由
ニ
候
得
共

既
ニ
無
益
の
書
と
見
る

上
ハ
人
心
を
一
新

す
る
為
メ
ニ
者
丸
で

打
止
メ
候
方
却
而

可
宜
見
込
ニ
而
断
然

漢
籍
を
廃
し

申
し
候
何
れ
当

八
九
月
頃
よ
り

開
校
之
積
り
就
而
は

片
仮
名
の
国
史
略

其
御
学
校
一
一
而
彫
刻

相
成
候
ハ
、
大
分
県

江
御
廻
し
相
成
候
様

仕
度
尚
本
県
よ
り
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新資料槙村正直宛書翰について

可
申
上
奉
存
候

素
本
国
つ
く
し
も
追
々

彫
刻
出
来
候
よ
し

留
主
宅
ぷ
申
参
候

帰
府
之
上
ハ
模
様

可
申
上
奉
存
候
其
外

都
而
訳
書
之
直
下
ケ

い
た
し
候
積
り
追
々

売
捌
盛
相
成
候
上
ハ

直
段
も
下
ケ
可
然

義
と
奉
存
候
右
要
用

而
己
申
上
度
取
込
中

早
々
如
此
御
座
候
頓
首

七
月
十
二
日
福
津
諭
吉

神
戸
槙
村
様

こ
の
書
翰
は
冒
頭
に
、
中
津
へ
の
途
中
京
都
に
立
ち
寄
っ
た
際
、
学

校
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
へ
の
御
礼
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
日

付
に
「
神
戸
」
と
あ
っ
て
七
月
に
神
戸
に
い
る
こ
と
か
ら
も
、
明
治
五

年
に
書
か
れ
た
も
の
と
判
明
し
た
。

本
文
で
は
、
中
津
で
大
分
県
参
事
の
森
下
景
端
か
ら
諮
問
を
う
け
、

学
校
制
度
に
つ
い
て
概
要
を
定
め
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
か

ら
は
次
の
こ
と
が
わ
か
る
。

福
津
は
大
分
県
民
の
就
学
奨
励
の
た
め
に
、
明
治
四
年
末
ま
ず
「
牒

庁
よ
り
さ
と
し
の
文
」
（
中
津
市
立
小
幡
記
念
図
書
館
蔵
「
見
聞
雑

記
」
所
収
「
鯨
内
士
民
江
告
諭
文
L

）
を
書
き
、
そ
れ
を
一
般
向
け
に

改
め
て
『
学
問
の
す
斗
め
』
初
編
を
執
筆
、
さ
ら
に
旧
藩
主
奥
平
昌
逼

の
名
で
「
中
津
市
学
校
之
記
」
を
記
し
、
翌
五
年
六
月
『
学
問
の
す
斗

め
』
の
趣
旨
を
要
領
よ
く
ま
と
め
て
「
大
分
豚
人
民
へ
布
告
文
L

を
書

く
と
共
に
、
「
学
校
取
建
の
仕
組
」
と
「
課
業
表
L

を
作
成
し
た
。
こ

の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
佐
志
博
「
福
津
最
古
の
訳
稿
『
経
始
概

略
』
等
に
つ
い
て
」
（
『
近
代
日
本
研
究
』
第
六
巻
、
一
九
八
九
年
）
お

よ
び
多
田
健
次
『
日
本
近
代
学
校
成
立
史
の
研
究
｜
｜
廃
藩
置
県
前
後

に
お
け
る
福
津
諭
吉
を
め
ぐ
る
地
方
の
教
育
動
向
』
（
玉
川
大
学
出
版

部
、
一
九
八
八
年
）
に
詳
し
い
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。

こ
の
書
翰
で
は
そ
の
最
後
に
出
来
上
が
っ
た
「
取
建
の
仕
組
」
と

「
課
業
表
」
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
「
其
法
ハ
全
く
京
師
学
校
之
規
則

一
一
依
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
福
津
が
京
都
の
制
度
を
模
倣
し
た
こ
と

が
わ
か
る
。
し
か
し
続
い
て
「
皇
漢
の
書
籍
を
全
く
廃
し
た
る
L

と
述

べ
て
お
り
、
福
津
は
自
己
の
考
え
で
改
良
を
加
え
て
い
る
。
京
都
府
と

大
分
県
の
「
課
業
表
」
、
い
わ
ゆ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
比
べ
て
み
る
と
、

福
津
の
言
う
よ
う
に
大
分
県
で
は
漢
籍
が
一
切
省
か
れ
、
京
都
で
は
組
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み
込
ま
れ
て
い
た
五
経
・
孟
子
・
論
語
な
ど
が
排
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

理
由
に
つ
い
て
福
津
は
、
「
既
一
一
無
益
の
書
と
見
る
上
ハ
人
心
を
一
新

す
る
為
メ
ニ
も
丸
で
打
止
メ
候
方
却
而
可
宜
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た

彼
は
京
都
府
の
「
課
業
表
」
が
「
句
読
」
「
譜
諦
L

「
習
字
」
「
算
術
」

の
四
科
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
大
分
県
で
は
「
原
書
」
を
加
え
て
、
ほ

か
の
四
科
「
訳
書
L

「
譜
諦
」
「
手
習
」
「
算
術
」
と
あ
わ
せ
五
科
と
し

て
い
る
。
「
原
書
」
で
学
習
す
る
具
体
的
な
内
容
は
、
一
等
で
「
地
理

書
」
「
万
国
史
」
、
二
等
で
「
文
典
会
読
」
「
博
物
階
梯
」
「
第
二
リ
ー
ド

ル
」
、
三
等
で
「
文
典
素
読
」
「
第
一
リ
ー
ド
ル
L

と
な
っ
て
い
た
。
一
京

都
府
の
。
フ
ラ
ン
に
対
し
、
漢
籍
を
一
切
除
い
て
「
原
書
」
学
習
を
加
え

た
と
こ
ろ
に
、
福
津
の
理
想
と
す
る
学
問
の
あ
り
方
が
表
れ
て
い
る
と

い
え
る
。

福
津
は
続
い
て
、
大
分
県
で
の
学
校
開
校
に
際
し
て
、
京
都
の
学
校

で
印
刷
し
た
「
片
仮
名
の
国
史
略
」
を
送
っ
て
く
れ
る
よ
う
依
頼
し
て

い
る
。
大
分
県
の
「
課
業
表
L

を
み
る
と
、
三
等
の
「
訳
書
L

に
「
片

仮
名
大
日
本
国
史
略
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
国
史
略
」
は
神
代
か

ら
天
正
十
六
年
（
一
五
八
八
）
四
月
後
陽
成
天
皇
緊
楽
第
行
幸
ま
で
が

書
か
れ
た
編
年
体
の
歴
史
書
で
、
文
政
九
年
（
一
八
一
二
ハ
）
に
刊
行
さ

れ
た
。
登
場
す
る
主
要
人
物
の
略
歴
著
作
な
ど
の
注
記
も
付
い
た
青
少

年
向
け
の
書
物
で
あ
る
が
、
漢
文
で
書
か
れ
て
い
た
。
前
述
の
よ
う
に

漢
籍
は
不
必
要
と
考
え
る
福
津
は
、
京
都
で
片
仮
名
版
を
刊
刻
す
る
こ

と
を
知
り
、
送
付
を
依
頼
し
た
。
京
都
府
の
「
課
業
表
」
で
は
三
等
の

「
句
読
」
に
「
国
史
略
」
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
特
に
片
仮
名
と
は

断
っ
て
い
な
い
の
に
対
し
、
福
津
が
「
片
仮
名
」
と
断
り
「
訳
書
」
の

中
に
入
れ
て
い
る
の
も
そ
の
考
え
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

こ
の
書
翰
で
は
さ
ら
に
、
福
津
は
著
訳
書
の
出
版
に
つ
い
て
、
「
素

本
国
つ
く
し
」
が
そ
ろ
そ
ろ
出
来
あ
が
る
こ
と
、
た
く
さ
ん
売
れ
れ
ば

値
段
を
下
げ
る
の
は
当
然
の
こ
と
だ
か
ら
訳
書
の
値
下
げ
を
考
え
て
い

る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
「
課
業
表
」
に
よ
る
と
「
国
つ
く
し
」
は
、

京
都
府
で
は
四
等
の
「
句
読
」
に
「
世
界
国
尽
L

が
、
大
分
県
で
は
四

等
の
「
訳
書
」
に
「
大
全
世
界
国
尽
」
、
五
等
に
「
素
本
世
界
国
尽
」

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
他
に
も
京
都
府
お
よ
び
大
分
県
の
「
課
業
表
」

に
は
、
「
西
洋
事
情
」
「
学
問
の
す
斗
め
」
「
童
蒙
教
草
」
「
世
界
国
尽
」

「
究
理
図
解
」
な
ど
の
福
津
の
著
作
や
、
「
地
学
事
始
」
「
生
産
道
案

内
」
「
英
氏
経
済
論
」
「
博
物
新
篇
」
「
天
変
地
異
」
と
い
っ
た
慶
慮
義

塾
関
係
者
の
著
作
が
並
ん
で
お
り
、
そ
れ
ら
の
す
べ
て
は
慶
麿
義
塾
出

版
局
で
発
行
し
て
い
る
。
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そ
の

明
治
六
年
一
月
二
十
七
日
付
書
翰

拝
呈
益
々
御
清
安
被
成
候
儀

奉
拝
賀
陳
ハ
此
度
私

骨
肉
之
姪
中
上
川
彦
次
郎

外
壱
人
旧
延
岡
藩
士
四
谷

純
三
郎
と
申
者
神
山
県



学
校
へ
被
雇
罷
越
候
一
一
付
而
者

京
都
之
学
校
一
見
致
度

其
旨
私
ぷ
相
願
呉
候
様
申
閉

候
間
途
中
其
御
地
江

立
寄
候
ハ
、
御
手
数
恐
入
候

得
共
御
掛
之
衆
々
江

御
一
命
被
下
諸
学
校

拝
見
奉
願
候
右
ハ
両
人

之
頼
一
一
付
添
書
一
筆

如
此
御
座
候
頓
首

一
月
廿
七
日

槙
村
様

第
二
月
朔
日
ぷ
毎
日
一
千

乃
至
二
千
冊
之
書
ハ
出
来
候

仕
組
相
整
申
候
二
月
中
旬

よ
り
京
坂
へ
書
籍
沢
山

相
廻
し
幾
万
冊
一
一
而
も

御
間
ニ
合
せ
す
申
候
尚
又

大
坂
京
都
へ
も
私
方
之

製
本
所
相
開
候
積
り

取
掛
居
申
候
毎
度
申
訳

而
己
い
た
し
候
様
御
座
候
得
共

此
度
ぷ
始
而
盛
大
一
一
翻
訳

書
を
仕
出
し
候
手
続
相
成

候
義
実
ハ
東
京
一
一
而
こ
れ

ま
で
多
分
之
製
本
い
た
し
候

事
無
之
僅
ニ
壱
弐
万

部
の
書
を
製
し
候
而
も

諸
品
共
直
ニ
さ
し
支

右
之
不
都
合
此
度
ハ
旧
風

之
職
人
を
頼
ま
ず
少
し

斗
り
の
器
械
ニ
而
表
本

も
製
造
出
来
申
候
問
必
ス

御
違
約
ハ
不
致
積
り
ニ
御
座
候
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津
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吉
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尚
以
学
校
も
益
々
御
盛
之
義

奉
拝
賀
私
之
翻
訳
書
も

毎
度
申
上
候
通
り
製
本

間
ニ
合
不
申
実
ハ
表
紙

仕
立
一
一
さ
し
支
候
義
ニ
付
此
度

ハ
少
し
新
工
夫
を
以
て
表
紙

製
造
局
相
聞
き
書
籍
仕
立

一
切
手
前
一
一
而
い
た
し
候
積
り



右
之
段
不
悪
御
承
引

可
被
下
候

こ
の
書
翰
は
中
上
川
彦
次
郎
と
四
屋
純
三
郎
を
紹
介
す
る
た
め
に
書

か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
文
中
二
人
が
「
神
山
県
学
校
へ
被
雇
罷
越
候
L

と
書
か
れ
て
い
る
。
神
山
県
は
明
治
五
年
六
月
二
十
三
日
に
宇
和
島
県

か
ら
変
わ
り
、
翌
六
年
二
月
二
十
日
に
は
愛
媛
県
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
。
ま
た
『
中
上
川
彦
次
郎
先
生
伝
』
に
神
山
県
の
宇
和
島
・
大

洲
両
学
校
に
招
か
れ
た
際
の
雇
入
契
約
書
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
赴
任

は
明
治
六
年
一
月
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
書
翰
が
明
治
六

（

5
）
 

年
一
月
二
十
七
日
に
書
か
れ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

中
上
川
彦
次
郎
は
福
揮
の
姉
於
椀
の
長
男
で
、
明
治
二
年
か
ら
慶
鷹

義
塾
に
学
び
、
四
年
中
津
市
学
校
開
校
に
あ
た
っ
て
教
師
と
し
て
赴
任

し
た
が
、
翌
五
年
末
に
は
任
務
を
お
え
て
東
京
へ
戻
っ
た
。
四
屋
純
三
一

郎
は
日
向
延
岡
の
出
身
で
、
「
慶
雁
義
塾
入
社
帳
」
に
よ
れ
ば
明
治
四

年
二
月
に
十
六
歳
で
入
学
し
た
。
慶
麿
義
塾
法
律
学
校
の
入
社
帳
に
も
、

明
治
七
年
十
一
月
に
二
十
歳
で
入
学
し
た
記
録
が
あ
り
、
神
山
県
か
ら

帰
京
後
法
律
学
校
へ
再
び
入
学
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
但
し
い
ず
れ
も

「
四
屋
」
純
三
郎
と
な
っ
て
お
り
、
入
学
に
際
し
延
岡
藩
か
ら
提
出
さ

れ
た
書
類
に
も
四
屋
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
四
谷
は
福
津
の
書
き
誤
り

で
あ
る
。

雇
入
契
約
書
に
よ
れ
ば
、
中
上
川
と
四
屋
は
「
神
山
県
下
宇
和
島
、

大
洲
両
所
の
学
校
へ
英
書
授
読
の
た
め
」
招
聴
さ
れ
た
。
期
間
は
一
年

間
で
あ
る
。
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
、
慶
麿
義
塾
は
英
学
教
師

の
供
給
元
に
な
っ
て
い
て
、
各
地
の
洋
学
校
・
英
学
校
か
ら
多
く
の
要

請
を
受
け
教
職
員
を
派
遣
し
て
い
た
。
し
か
し
一
年
間
の
赴
任
が
多

か
っ
た
よ
う
で
、
後
任
者
が
あ
る
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
一
年
間
の
任
期

（

6
）
 

に
変
更
の
な
い
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
慶
麿

義
塾
か
ら
派
遣
さ
れ
る
教
師
に
も
と
め
ら
れ
る
も
の
が
、
英
学
の
教
授

そ
の
も
の
と
い
う
よ
り
も
教
授
法
や
学
校
運
営
等
の
基
礎
作
り
に
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
派
遣
す
る
側
の
福
津
も
ま
た
そ
こ
に
目
的
が

あ
っ
た
。
中
上
川
と
四
屋
の
契
約
書
に
も
「
授
読
の
法
其
他
授
読
に
関

係
す
る
事
件
は
学
校
執
事
と
四
屋
純
三
郎
、
中
上
川
彦
次
郎
相
談
の
上

取
極
め
可
申
事
」
と
定
め
ら
れ
て
あ
り
、
こ
の
書
翰
に
み
ら
れ
る
よ
う

な
京
都
で
の
学
校
視
察
が
計
画
さ
れ
た
の
も
、
着
任
後
の
諸
事
参
考
の

た
め
で
あ
ろ
う
。
恐
ら
く
福
津
が
勧
め
、
紹
介
の
労
を
と
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
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こ
の
書
翰
の
追
伸
は
非
常
に
長
い
。
内
容
は
出
版
事
業
に
つ
い
て
で
、

い
つ
も
製
本
が
間
に
合
わ
ず
因
る
た
め
、
「
表
紙
製
造
局
」
を
設
け

「
書
籍
仕
立
一
切
」
を
自
分
の
手
元
で
行
な
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を

述
べ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
（
明
治
六
年
）
二
月
一
日
か
ら
一
日
一
千

か
ら
二
千
冊
の
製
本
が
可
能
に
な
り
、
ゆ
え
に
上
方
へ
も
沢
山
の
書
籍

を
送
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
京
都
大
坂
で
も
製
本
所
開
設
を
計
画
し
て

い
る
こ
と
、
こ
れ
か
ら
は
本
格
的
に
翻
訳
書
の
刊
行
に
あ
た
り
、
能
率



ア
ッ
プ
の
た
め
に
旧
態
然
と
し
た
職
人
で
は
な
く
機
械
を
入
れ
た
の
で
、

違
約
な
く
本
を
供
給
で
き
る
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

福
津
の
出
版
事
業
は
、
彼
の
住
居
の
一
部
と
土
聞
を
作
業
場
と
し
て

始
ま
り
、
明
治
四
年
三
一
月
慶
麿
義
塾
が
三
田
旧
島
原
藩
邸
跡
に
移
転
し

（

7
）
 

た
際
に
は
印
刷
工
場
が
設
け
ら
れ
た
。
更
に
拡
充
さ
れ
、
こ
の
書
翰
に

よ
れ
ば
明
治
六
、
七
年
に
は
「
書
籍
仕
立
一
切
」
が
行
な
え
る
施
設
が

出
来
上
が
る
こ
と
に
な
る
。
福
津
諭
吉
自
筆
の
金
銭
出
納
帳
「
総
勘

定
」
の
「
明
治
六
年
酉
一
月
十
五
日
総
勘
定
L

元
手
の
項
目
に
、
「
同

（
十
一
月
三
十
一
日
〆
切
）
五
千
二
百
七
拾
六
両
七
貫
四
百
六
拾
四
文

製
本
所
一
冗
入
」
「
一
月
十
四
日
武
百
両
同
断
L

の
記
録
が
あ
り
、

書
翰
の
内
容
と
つ
き
あ
わ
せ
れ
ば
、
明
治
五
年
の
終
わ
り
か
ら
翌
六
年

（

8
）
 

に
か
け
て
製
本
所
の
増
設
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
大
坂
京
都

の
製
本
所
に
つ
い
て
は
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

新資料槙村正直宛書翰について

そ
の

明
治
十
一
年
五
月
二
十
七
日
付
書
翰

其
後
ハ
無
申
訳
御
無
音
御
海
容

可
被
下
候
陳
ハ
此
度
丸
屋
善
八

仕
立
局
高
橋
岩
次
と
申
者
其

御
地
お
い
て
製
産
之
織
物
一
見

品
一
一
由
て
ハ
少
々
仕
入
度
就
而
者

其
筋
へ
御
一
撃
相
願
度
と
の

義
御
用
繁
之
御
中
恐
入
候
得
共

宜
敷
奉
願
候
此
者
ハ
小
生
之
旧
同

藩
士
性
質
実
直
近
日
ハ
士
族

な
が
ら
商
売
之
方
も
少
々
慣

れ
先
々
壱
人
前
之
仕
立
局
丈
ケ
ハ

支
配
い
た
し
居
候
何
分
一
一
も
宜
敷

御
口
口
奉
願
候

O
此
度
通
貨
論

一
編
発
免
丁
度
今
日
製
本

出
来
候
一
一
付
一
部
拝
呈
仕
候
御
閑
暇

之
節
御
一
覧
も
被
下
候
ハ
、

難
有
奉
存
候
右
願
用
芳

申
上
度
早
々
頓
首

五
月
廿
七
日
福
津
諭
吉

槙
木
先
生
侍
史

こ
の
書
翰
は
前
二
通
と
は
異
な
り
、
商
業
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

丸
屋
善
八
仕
立
局
の
高
橋
岩
次
を
紹
介
し
、
織
物
の
仕
入
れ
に
際
し
仲

介
の
労
を
取
っ
て
く
れ
る
よ
う
頼
ん
で
い
る
。
書
翰
の
年
代
は
後
半
に

書
か
れ
て
い
る
「
此
度
通
貨
論
一
編
発
免
L

か
ら
明
治
十
一
年
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
宛
名
の
「
槙
木
先
生
」
は
槙
村
の
書
き
誤
り
で
あ
ろ

R
，ノ
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前
述
の
よ
う
に
、
福
津
は
明
治
五
年
に
慶
麿
義
塾
仕
立
局
を
聞
い
た
。



八
月
に
準
備
を
開
始
し
、
九
月
開
業
。
し
か
し
十
月
下
旬
に
は
丸
屋
商

社
へ
の
譲
渡
が
決
定
し
、
十
一
月
に
は
移
管
さ
れ
た
。
福
津
が
書
い
た

広
告
文
「
慶
麿
義
塾
衣
服
仕
立
局
開
業
引
札
L

に
よ
れ
ば
、
「
婦
人
に

相
当
す
べ
き
職
業
な
き
」
は
悪
弊
を
も
た
ら
す
の
で
「
せ
め
て
我
慶
麿

義
塾
の
社
中
丈
け
に
は
一
人
と
し
て
斯
る
無
頼
の
婦
人
あ
る
べ
か
ら
ず
、

仮
令
ひ
こ
れ
あ
ら
ん
と
す
る
も
こ
れ
を
防
が
ざ
る
べ
か
ら
ず
L

と
し
て
、

「
中
等
以
下
世
間
の
日
用
に
適
し
て
事
実
に
便
利
な
る
も
の
を
主
」
に

注
文
が
あ
れ
ば
「
上
等
の
品
L

を
も
作
る
計
画
で
、
担
当
者
は
旧
中
津

（

9
）
 

藩
士
の
高
橋
岩
次
で
あ
っ
た
。
高
橋
は
十
一
月
に
仕
立
局
が
譲
渡
さ
れ

る
際
共
に
移
り
、
丸
屋
商
社
へ
入
社
し
た
。

木
綿
布
地
の
斡
旋
に
関
す
る
福
津
宛
の
槙
村
書
翰
お
よ
び
電
報
が
存

在
す
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
が
、
そ
れ
ら
は
こ
の
仕
立
局
が
使
用
す
る

布
地
の
買
い
入
れ
に
つ
い
て
福
津
が
槙
村
に
相
談
し
た
こ
と
に
対
す
る

返
事
で
、
ま
ず
（
明
治
五
年
）
十
月
晦
日
付
で
書
翰
と
見
本
が
送
ら
れ

て
来
て
、
福
津
が
返
事
を
し
な
か
っ
た
の
で
、
再
び
十
一
月
二
十
四
日

に
電
報
が
来
た
。
し
か
し
そ
の
時
に
は
、
十
一
月
二
十
三
日
付
で
一
切

が
丸
屋
商
社
へ
譲
渡
さ
れ
た
後
だ
っ
た
の
で
、
福
津
は
早
速
高
橋
に
手

（刊）

紙
を
書
き
、
槙
村
に
返
事
を
す
る
よ
う
依
頼
し
た
。

今
回
の
書
翰
は
、
そ
の
後
移
管
と
共
に
丸
屋
善
八
仕
立
局
に
移
っ
た

高
橋
が
京
都
で
布
地
の
仕
入
れ
を
し
た
い
と
言
う
の
で
、
そ
れ
に
つ
い

て
の
斡
旋
を
頼
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
「
性
質
実
直
近
日
ハ
士
族
な
が
ら

商
売
之
方
も
少
々
慣
れ
先
ツ
壱
人
前
－
一
仕
立
局
丈
ケ
ハ
支
配
い
た
し
居

候
」
と
人
物
を
保
証
し
た
、
添
状
の
よ
う
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
高

橋
は
明
治
五
年
の
電
報
の
返
事
を
書
い
た
の
で
、
槙
村
は
高
橋
を
知
っ

て
い
る
よ
う
に
も
思
っ
た
の
だ
が
、
福
津
は
高
橋
に
返
事
を
依
頼
す
る

際
「
彼
方
も
槙
村
よ
り
直
に
申
参
候
義
に
も
無
之
問
、
代
筆
に
て
不

苦
」
と
い
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
治
五
年
の
と
き
は
あ
く
ま
で
も
代

筆
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

槙
村
は
熱
心
に
勧
業
殖
産
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。
明

治
三
年
七
月
当
時
権
大
参
事
で
あ
っ
た
槙
村
が
、
知
事
お
よ
び
大
参
事

の
了
解
を
得
て
右
大
臣
三
条
実
美
に
上
申
し
た
「
京
都
府
施
政
大
綱
」

に
は
、
京
都
復
興
の
た
め
の
政
策
と
し
て
、
筆
頭
に
「
京
都
市
中
ヲ
挙

テ
職
業
街
ト
シ
、
追
年
、
諸
器
械
ヲ
布
列
シ
専
ラ
物
産
ヲ
興
隆
ス
可
キ

（日）

事
」
を
あ
げ
て
い
る
。
京
都
博
覧
会
の
開
催
と
常
設
化
に
も
積
極
的
に

尽
力
し
て
お
り
、
福
津
か
ら
来
る
布
地
仕
入
れ
に
関
す
る
依
頼
は
、
槙

村
側
に
と
っ
て
も
歓
迎
す
べ
き
話
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
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そ
の
四

明
治
七
年
九
月
八
日
付
書
翰

（
槙
村
正
直
宛
朝
吹
英
二
書
翰
）

尚
々
当
方
6
献
上
と
御
披
露
之
儀
ハ

堅
く
御
断
申
上
候

近
来
ハ
御
疎
口
罷
過
候
処

弥
御
壮
栄
奉
敬
賀
候
陳
ハ
サ
ル

ゼ
ン
ト
氏
第
三
リ
ー
ド
ル
と
申



隅
之
長
物
無
益
な
か
ら
も
漉

替
の
資
手
と
致
候
外
無
之
も
の

な
れ
共
御
使
用
を
蒙
り

生
徒
之
眼
を
煩
さ
ば
亦
少
し
ハ

勧
善
之
助
ニ
も
可
相
成
欺
と
の

志
願
一
一
御
座
候
不
悪
御
承
引

御
受
納
被
成
下
度
奉
頼
候
此
本

は
大
坂
店
ぷ
差
上
候
様
申
遣
置

候
間
不
日
着
可
仕
是
又

御
承
知
可
被
成
下
候

右
申
上
度
愚
札
を
呈
し
候

恐
々
頓
首
九
月
八
日

こ
の
書
翰
は
、
慶
慮
義
塾
出
版
社
（
明
治
七
年
初
頭
出
版
局
か
ら
出

版
社
と
な
っ
た
）
の
出
版
物
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
サ
ル
ゼ
ン
ト

氏
第
三
リ
ー
ド
ル
」
と
い
う
訳
書
の
出
版
部
数
の
見
積
り
を
誤
り
多
量

に
売
れ
残
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
紙
屑
屋
へ
売
る
に
は
も
っ
た
い
な
い
書

新資料槙村正直宛書翰について

訳
書
昨
春
発
閲
之
節
少
々

見
込
を
以
て
製
本
致
置
候
処

世
間
此
書
ニ
類
し
候
も
の
多

く
且
表
題
原
名
之
故
欺
売

捌
方
不
宜
多
分
脊
追
こ
み

一
一
相
成
只
今
ニ
而
は
反
古
同
様

目
方
一
一
而
売
払
候
外
無
之
乍

併
折
角
製
本
も
致
し
勿
論

さ
ま
て
つ
ま
ら
ぬ
書
一
一
も
無
之

も
の
徒
ニ
紙
屑
屋
へ
売
渡

候
も
残
念
之
至
り
幸
ひ

御
府
下
数
ケ
所
之
学
校
有
之

候
事
故
御
手
元
迄
差
出
生
徒

御
検
査
之
節
御
褒
賞
物
之

内
へ
御
加
へ
被
成
下
候
様
相
願

度
此
節
三
百
部
程
差
上

候
間
可
然
御
取
斗
可
被
成
下
候

府
庁
杯
一
一
献
物
致
候
得
は
所
調

海
尾
を
以
て
鯛
を
得
る
の

山
業
と
云
う
事
も
可
有
之
欺
な

れ
共
決
而
左
様
之
訳
ニ
は
無
之

全
く
前
断
之
有
様
当
方
庫

槙
村
様
閣
下

慶
麿
義
塾

出
版
社
朝
吹
英
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物
な
の
で
、
三
百
部
程
寄
贈
す
る
か
ら
府
下
の
学
校
で
「
御
検
査
之

節
L

の
「
御
褒
賞
物
」
に
し
て
ほ
し
い
と
述
べ
て
い
る
。
文
中
に
同
書

が
「
昨
春
発
免
」
と
あ
り
、
「
サ
ル
ゼ
ン
ト
氏
第
三
リ
ー
ド
ル
」
は
明

治
六
年
四
月
に
松
山
棟
庵
の
訳
で
発
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

書
翰
は
明
治
七
年
に
書
か
れ
た
こ
と
に
な
る
。
松
山
は
同
書
に
つ
い
て
、

そ
の
序
に
「
世
ノ
善
人
物
ニ
触
レ
事
一
一
臨
テ
其
愛
心
を
発
動
セ
シ
事
跡

ヲ
載
タ
ル
モ
ノ
多
ケ
レ
ハ
」
「
幼
童
女
子
一
一
解
シ
易
キ
者
ヲ
抄
訳
シ
僅

カ
ニ
一
書
ヲ
成
セ
リ
」
と
述
べ
て
お
り
、
内
容
は
逸
話
集
で
修
身
あ
る

い
は
道
徳
の
教
科
書
と
い
っ
た
感
じ
で
あ
る
。
し
か
し
朝
吹
の
い
う
よ

う
に
同
様
の
書
が
多
か
っ
た
せ
い
か
原
名
の
ま
ま
の
表
題
で
あ
る
せ
い

か
、
思
っ
た
ほ
ど
売
れ
行
き
が
な
か
っ
た
。
大
分
県
の
「
課
業
表
」
を
み

る
と
「
原
書
」
に
も
他
に
も
「
第
一
リ
1

ド
ル
」
「
第
二
リ
ー
ド
ル
」

し
か
載
っ
て
お
ら
ず
、
大
量
の
購
入
も
望
め
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
文
末
に
は
「
此
本
は
大
坂
店

t
差
上
候
」
と
あ
り
、
明
治
七
年

九
月
に
は
大
坂
支
店
が
出
来
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
支
店

（
『
慶
麿
義
塾
百
年
史
』
で
は
出
版
社
の
大
坂
出
張
所
と
な
っ
て
い
る
）

が
、
単
な
る
売
捌
き
店
な
の
か
製
本
設
備
な
ど
が
整
っ
た
も
の
で
あ
る

か
は
不
明
だ
が
、
前
掲
の
書
翰
そ
の
二
に
「
大
坂
京
都
へ
も
私
方
之
製

本
所
相
開
候
積
り
取
掛
居
候
」
と
あ
り
、
製
本
所
な
ど
が
付
属
し
て
い

る
可
能
性
が
高
い
。
従
来
出
版
事
業
に
つ
い
て
は
「
明
治
六
｜
七
年
ご

ろ
は
営
業
が
隆
盛
を
き
わ
め
た
と
き
で
、
：
：
：
一
カ
年
の
純
益
は
約
七

万
円
に
も
達
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
」
と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
で
事
業

拡
張
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
書
翰
に
よ
れ
ば
必
ず
し

も
「
同
社
出
版
物
は
非
常
な
売
れ
行
き
を
示
し
た
」
訳
で
は
な
く
、
見

（ロ）

込
み
違
い
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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三
、
京
都
の
学
校
制
度
と
慶
慮
義
塾
の

出
版
事
業
を
め
ぐ
っ
て

こ
れ
ら
新
資
料
の
書
翰
か
ら
は
、
福
津
と
槙
村
と
の
親
交
が
、
槙
村

の
教
育
政
策
や
勧
業
政
策
と
関
連
し
て
深
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
知
れ
た
。

特
に
京
都
の
学
校
制
度
は
福
津
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
。
最
後

に
書
翰
に
書
か
れ
て
い
る
二
人
の
交
流
を
通
し
て
知
り
う
る
こ
と
が
で

き
た
、
京
都
の
学
校
制
度
に
対
す
る
福
津
の
考
え
と
、
教
科
書
出
版
社

と
し
て
の
慶
麿
義
塾
出
版
社
の
存
在
に
つ
い
て
論
じ
て
お
き
た
い
。

京
都
の
学
校
制
度
へ
の
評
価

福
津
は
、
学
問
こ
そ
が
開
化
を
助
け
一
身
独
立
、
ひ
い
て
は
一
国
に

自
由
独
立
を
も
た
ら
す
と
考
え
、
学
問
奨
励
の
告
諭
文
を
書
き
、
ま
た

「
学
問
の
す
斗
め
」
を
執
筆
し
た
。
そ
し
て
慶
醸
義
塾
の
運
営
や
中
津

市
学
校
の
設
立
な
ど
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
学
校
教
育
に
よ
る
啓
蒙

に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
た
。
そ
ん
な
折
り
、
明
治
五
年
に
福
揮
は
、

前
年
に
出
来
た
中
津
市
学
校
を
視
察
す
る
た
め
故
郷
中
津
へ
向
か
う
途

中
、
京
都
に
立
ち
寄
り
小
学
校
を
見
学
し
た
。
京
都
の
学
校
制
度
は
、



新資料槙村正直宛書翰について

福
津
を
大
い
に
満
足
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
感
銘
を
う
け
た
福
津
は

「
京
都
学
校
之
記
」
を
記
し
た
。
そ
の
書
に
日
く
「
民
間
に
学
校
を
設

け
て
人
民
を
教
育
せ
ん
と
す
る
は
、
余
輩
積
年
の
宿
志
な
り
し
に
、
今

京
都
に
来
り
、
は
じ
め
て
其
の
実
際
を
見
る
を
得
た
る
は
、
其
の
悦
び
、

（

日

）

恰
も
故
郷
に
帰
り
て
知
己
朋
友
に
逢
ふ
が
如
し
」
。

福
津
が
京
都
の
学
校
制
度
に
感
銘
を
受
け
た
こ
と
は
、
初
代
山
口
県

令
中
野
悟
一
の
日
記
に
も
み
て
と
れ
る
。
明
治
五
年
五
月
十
八
日
の
項

に
、
山
口
県
権
参
事
久
保
断
三
が
大
坂
で
福
津
に
面
会
し
た
時
の
記
述

が
あ
る
。
福
津
は
久
保
に
「
い
つ
れ
学
校
を
盛
一
一
ス
ル
外
、
開
化
之
道

ナ
シ
」
と
述
べ
、
「
山
口
県
ヨ
リ
是
非
建
言
ア
リ
タ
シ
と
て
其
案
を
起

草
シ
投
」
じ
、
「
学
校
を
盛
ニ
ス
ル
外
ニ
、
決
而
急
務
ナ
シ
」
と
主
張

す
る
と
同
時
に
、
京
都
の
学
校
制
度
に
つ
い
て
語
っ
た
よ
う
で
、
中
野

は
「
西
京
は
大
一
一
政
教
行
届
き
、
物
産
も
大
ニ
繁
盛
セ
シ
と
之
事
。
又

中
学
校
四
ヶ
所
小
学
校
六
十
四
ヶ
所
を
設
タ
ル
ヨ
シ
。
福
津
此
学
校
ノ

（

M
）

（

お

）

記
を
書
ス
。
実
妙
文
、
玉
を
ま
ろ
ば
す
ご
と
し
」
と
記
し
て
い
る
。
最

後
の
部
分
か
ら
久
保
が
「
京
都
学
校
之
記
L

を
持
ち
帰
り
、
中
野
も
読

ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
福
津
が
執
筆
し
た
の
が
五
月
六
日
で
、
中
野
が

日
記
に
記
し
て
い
る
の
が
十
八
日
で
あ
る
か
ら
、
福
津
は
す
ぐ
に
写
本

を
つ
く
る
な
り
印
刷
す
る
な
り
し
て
、
流
布
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ

う
。
京
都
の
学
校
制
度
に
非
常
に
感
銘
を
受
け
た
福
津
が
、
す
ぐ
に

「
京
都
学
校
之
記
」
を
著
し
、
そ
れ
を
広
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
京
都

の
よ
う
な
学
校
制
度
が
普
及
す
る
こ
と
に
努
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
中

上
川
や
四
屋
を
学
校
見
学
に
立
ち
寄
ら
せ
て
い
る
事
実
か
ら
も
、
京
都

式
の
学
校
制
度
に
対
す
る
福
津
の
期
待
が
窺
わ
れ
よ
う
。

で
は
福
津
は
京
都
の
学
校
制
度
の
何
処
を
よ
し
と
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
京
都
で
は
町
の
連
合
組
織
で
あ
る
「
町
組
」
が
存
在
し
た
。
明
治

維
新
後
改
編
さ
れ
、
一
番
組
か
ら
三
十
三
番
組
ま
で
各
三
十
三
組
と
な

る
。
小
学
校
は
こ
の
番
組
ご
と
に
一
校
ず
つ
設
置
さ
れ
、
そ
の
た
め
番

組
小
学
校
と
も
呼
ば
れ
た
。
（
但
し
小
学
校
は
全
部
で
六
十
四
校
で
あ

り
六
十
六
校
に
な
ら
な
い
の
は
、
二
組
共
同
で
設
立
し
た
地
区
が
二
ヶ

所
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
）

J
尽
都
学
校
之
記
」
を
読
む
と
、
福
津
は
こ
う
し
た
学
区
制
度
や
、

具
体
的
な
教
育
内
容
、
つ
ま
り
翻
訳
書
を
取
り
入
れ
た
教
科
学
習
の
た

て
か
た
や
、
筆
道
師
・
句
読
師
・
算
術
・
巡
講
師
を
置
く
教
授
陣
の
あ

り
方
な
ど
、
学
校
経
営
全
般
に
わ
た
っ
て
京
都
の
方
法
を
賞
賛
し
て
い

る
。
そ
し
て
そ
の
制
度
下
で
の
就
学
状
況
と
、
通
学
者
の
現
状
に
も
満

足
の
い
く
結
果
が
出
て
い
る
こ
と
に
感
銘
を
覚
え
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
最
も
評
価
す
べ
き
と
し
た
の
は
、
そ
の
運
営
方
法
で
あ
ろ
う
。

京
都
で
は
「
小
学
校
の
費
用
は
、
初
こ
れ
を
建
つ
る
時
、
其
の
半
を
官

よ
り
た
す
け
、
半
は
市
中
の
富
豪
よ
り
出
し
て
、
家
を
建
て
、
書
籍
を

買
ひ
、
残
金
は
人
に
貸
し
て
利
足
を
取
り
、
永
く
学
校
の
資
と
為
す
。

又
、
区
内
の
戸
毎
に
命
じ
て
、
半
年
に
金
一
歩
を
出
さ
し
め
、
貸
金
の

利
足
に
合
し
て
永
続
の
費
に
供
せ
り
。
但
し
、
半
年
一
歩
の
出
金
は
、

其
の
家
に
子
あ
る
者
も
子
な
き
者
も
一
様
に
出
さ
し
む
る
法
な
り
。
金
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銀
の
出
納
は
毎
区
の
年
寄
に
て
こ
れ
を
司
り
、
其
の
総
括
を
為
す
者
は

惣
年
寄
に
て
、
一
切
官
員
の
関
は
る
所
に
あ
ら
ず
。
」
と
な
っ
て
い
た
。

い
わ
ば
町
民
の
手
に
よ
る
運
営
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
毎

半
年
各
戸
に
一
歩
ず
つ
出
さ
せ
る
の
は
官
の
命
令
に
よ
る
が
、
用
い
る

権
利
は
「
全
く
年
寄
の
手
」
に
あ
り
、
故
に
教
師
も
「
官
員
に
あ
ら
ず
。

市
井
に
属
す
る
者
」
で
あ
る
。
金
は
官
の
手
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
で
も

運
営
は
民
間
に
よ
る
べ
き
で
、
「
学
校
は
公
私
中
間
の
者
に
定
め
、
学

識
あ
る
者
は
才
力
を
費
し
、
金
あ
る
者
は
金
を
費
し
、
双
方
互
に
相
助

て
教
化
を
広
く
す
べ
き
な
り
」
は
福
揮
の
持
論
で
あ
っ
た
。
京
都
の
学

校
制
度
に
お
け
る
費
用
負
担
の
あ
り
方
は
「
ウ
エ
｜
ラ
ン
ド
氏
経
済
書

中
の
説
に
暗
合
せ
る
も
の
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
彼

が
高
い
評
価
を
与
え
た
こ
と
が
わ
か
る
。
福
津
が
「
京
都
学
校
之
記
」

に
よ
っ
て
広
め
た
い
学
校
制
度
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
ろ
う
。

教
科
書
出
版
社
と
し
て
の
慶
麿
義
塾
出
版
局

す
で
に
見
た
よ
う
に
、
京
都
府
や
大
分
県
で
は
慶
腹
義
塾
出
版
局
発

行
の
書
籍
が
、
数
多
く
教
科
書
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
二
県

以
外
で
も
、
福
津
や
慶
藤
義
塾
関
係
者
の
著
作
が
教
科
書
と
し
て
使
用

さ
れ
た
例
は
多
い
。
福
津
は
、
大
分
県
の
「
課
業
表
」
を
作
っ
た
そ
の

一
、
二
カ
月
後
の
明
治
五
年
八
月
頃
に
、
福
津
屋
諭
吉
の
屋
号
で
明
治

二
年
か
ら
開
始
し
た
出
版
事
業
を
、
拡
大
し
て
慶
麿
義
塾
出
版
局
と
し

た
。
「
学
校
を
盛
一
一
ス
ル
」
こ
と
を
考
え
て
い
る
同
時
期
に
、
出
版
局

2 

（時）

の
拡
充
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
特
に
第
二
番
目
の
書
翰
で
、

こ
れ
か
ら
本
格
的
に
翻
訳
書
の
出
版
を
開
始
す
る
と
し
て
い
る
点
は
注

目
さ
れ
る
。
教
科
書
出
版
が
彼
の
出
版
事
業
の
大
き
な
柱
の
一
つ
に

な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
学
校
教
育
の
振
興
と
不
可
分
の
関
係
と

し
て
、
教
科
書
と
し
て
使
用
す
べ
き
書
物
の
出
版
に
力
を
入
れ
た
の
で

あ
る
。
教
科
書
の
出
版
は
、
各
地
の
学
校
教
育
の
高
ま
り
と
共
に
、
ま

た
需
要
も
増
し
、
更
な
る
拡
張
が
可
能
に
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
（
但
し
、
事
業
は
成
功
ば
か
り
と
は
い
か
な
か
っ
た
こ
と
が
、
最

後
の
朝
吹
の
書
翰
か
ら
い
え
る
。
）
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四
、
明
治
十
年
代
以
降
の
交
流
に
つ
い
て

福
津
と
槙
村
の
交
流
に
つ
い
て
、
例
え
ば
い
つ
頃
ま
で
ど
の
よ
う
な

か
た
ち
で
続
い
た
の
か
な
ど
ま
だ
不
明
な
点
は
多
い
。
今
回
の
新
資
料

は
既
知
の
書
翰
よ
り
前
に
書
か
れ
た
も
の
ば
か
り
な
の
で
、
明
治
十
四

年
以
降
の
交
流
は
依
然
未
詳
で
あ
る
。

槙
村
は
京
都
府
知
事
辞
職
後
、
元
老
院
議
官
と
な
っ
た
。
槙
村
が
京

都
府
在
任
中
ひ
き
お
こ
し
た
司
法
省
と
の
執
蝶
や
小
野
組
転
籍
事
件
に

つ
い
て
は
、
中
央
集
権
に
対
す
る
地
方
自
治
意
識
の
問
題
で
は
な
い
か

と
の
指
摘
も
な
さ
れ
て
き
た
。
元
老
院
議
官
就
任
後
の
槙
村
は
、
明
治

十
年
代
後
半
か
ら
二
十
年
代
に
か
け
て
地
方
自
治
制
度
を
め
ぐ
る
論
争

の
渦
中
と
な
り
、
三
新
法
体
制
確
立
の
一
翼
を
担
う
こ
と
に
な
る
。
福



津
も
ま
た
、
明
治
十
年
の
「
分
権
論
」
執
筆
以
来
地
方
分
権
に
関
心
を

よ
せ
て
い
た
。
槙
村
と
福
津
の
交
流
は
、
明
治
十
年
代
以
降
に
な
る
と
、

教
育
や
勧
業
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
と
密
接
な
つ
な
が
り
を
も

っ
地
方
制
度
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
の
意
見
交
換
と
い
う
か
た
ち
で
も

存
在
す
る
と
想
像
さ
れ
る
の
だ
が
、
何
分
資
料
に
乏
し
い
。
今
後
の
新

資
料
を
待
つ
の
み
で
あ
る

新資料槙村正直宛書翰について

注
（1
）
『
福
津
諭
吉
全
集
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
一
九
六
四
年
（
以
下
全

集
と
略
す
）
第
十
七
巻
四
四
五
ペ
ー
ジ
。
全
集
で
は
槙
村
は
「
こ
の
と
き
京

都
府
知
事
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
十
四
年
一
月
に
は
す
で
に
辞
職
し
て
い
る
。

（2
）
全
集
、
第
十
七
巻
、
一
六
一
ー
ー
一
六
二
ペ
ー
ジ
。

（3
）
書
翰
は
全
集
、
第
十
七
巻
、
一
四
二
l
一
四
三
ペ
ー
ジ
。

〔
慶
麿
義
塾
衣
服
仕
立
局
開
業
引
札
〕
全
集
、
第
十
九
巻
、
三
八
六
｜
三
八
八

ペ
ー
ジ
。

（4
）
従
来
か
ら
京
都
府
と
の
類
似
は
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
多
田
氏
は
前
掲
論

文
の
な
か
で
、
福
津
が
「
京
都
府
の
課
業
表
に
心
う
ご
か
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
：
：
：
槙
村
ら
が
直
接
福
津
か
ら
、
小
学
校
の
教
育
課
程
に
関
す
る
ア

イ
デ
ィ
ア
を
吸
収
し
た
と
か
ん
が
え
る
こ
と
も
、
も
ち
ろ
ん
可
能
で
あ
る
」

と
し
て
『
京
都
府
教
育
史
』
の
「
（
京
都
府
の
課
業
表
は
）
ど
う
も
福
津
諭

吉
の
意
見
が
加
わ
っ
て
ゐ
る
ら
し
く
思
は
し
む
る
色
が
濃
い
。
そ
れ
は
翌
五

年
六
月
福
津
が
大
分
県
の
依
嘱
に
よ
り
作
っ
た
小
学
課
業
表
と
余
り
に
之
が

似
て
ゐ
る
こ
と
で
も
推
せ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
も
福
津
が
全
く
模
倣
し
た
と
見

れ
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
。
」
と
い
う
意
見
を
引
用
し
て
い
る
。
多
国
論
文

三
O
六｜一一一

O
九
ペ
ー
ジ
。

（
5
）
中
朝
会
中
上
川
先
生
伝
記
編
纂
委
員
監
修
司
中
上
川
彦
次
郎
先
生
伝
』

中
朝
会
蔵
版
、
一
九
三
九
年
四

O
七
l
四
O
八
ペ
ー
ジ
。

（6
）
『
慶
麿
義
塾
百
年
史
上
巻
』
慶
麿
義
塾
、
一
九
五
八
年
、
五
六
七
｜

五
七
二
ペ
ー
ジ
。

（7
）
長
尾
正
憲
『
福
津
屋
諭
吉
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
八
年
、

二
四
三
二
四
四
頁

（8
）
全
集
、
第
二
十
一
巻
、
七
ペ
ー
ジ
。

（9
）
前
掲
〔
慶
藤
忠
義
塾
衣
服
仕
立
局
開
業
引
札
〕
。

（
叩
）
全
集
、
第
十
七
巻
、
一
四
二
｜
一
四
三
ペ
ー
ジ
。

（
日
）
『
京
都
の
歴
史
8

古
都
の
近
代
』
学
芸
書
林
、
一
九
七
五
年
、
四
四

ペ
ー
ジ
。

（
ロ
）
前
掲
『
慶
麿
義
塾
百
年
史
上
巻
』
、
六

O
二
｜
六

O
三
ペ
ー
ジ
。

（
日
）
全
集
、
第
二
十
巻
、
七
七
｜
八
一
ペ
ー
ジ
。

但
し
本
論
で
は
京
都
教
育
委
員
会
校
訂
本
（
一
九
九
四
年
刊
行
）
を
用
い
た
。

（H
）
田
村
貞
雄
校
注
「
初
代
山
口
県
令
中
野
梧
一
日
記
」
マ
ツ
ノ
書
店
、

一
九
九
五
年
、
一
五
六
｜
一
五
七
ペ
ー
ジ
。

（
日
）
福
津
が
山
口
県
に
与
え
た
建
言
案
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
詳
細
が
不
明
で

あ
る
。
福
津
研
究
セ
ン
タ
ー
に
、
包
紙
に
「
山
口
県
エ
相
送
り
候
下
書
角
大

属
出
倉
之
節
持
参
致
候
」
と
表
書
き
の
あ
る
資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
内

容
は
山
口
県
権
参
事
久
保
久
清
・
参
事
中
野
茅
長
連
名
の
資
料
請
求
依
頼
状

と
中
津
市
校
洋
学
出
金
方
法
（
を
記
し
た
も
の
）
・
中
津
市
校
洋
学
生
費
用

之
記
で
あ
る
。
「
出
金
之
方
法
並
告
諭
書
共
詳
細
致
承
知
度
」
と
の
要
請
で
、

旧
中
津
県
（
当
時
は
小
倉
県
下
）
の
官
吏
が
小
倉
出
張
の
際
持
参
し
た
ら
し

い
。
し
か
し
依
頼
状
の
日
付
は
「
壬
申
正
月
」
と
な
っ
て
お
り
こ
の
一
件
の

前
の
こ
と
で
あ
る
。

（
時
）
全
集
、
第
十
七
巻
、
一
一
一
ペ
ー
ジ
。
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（
に
し
ざ
わ

な
お

福
津
研
究
セ
ン
タ
ー
嘱
託
）


